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＜２月の授業参観について２＞

２月の授業参観が実施されるのか、について明確なご回答ができていません

でしたが、この度、長崎県におけるまん延防止重点措置が２月末まで延長された

ことを受け、非常に残念ですが 中止 とさせていただきます。年度最後の参観

日ですので、何とか工夫して実施したいと考えていました。また、実施を３月に

延長することも考えました。しかしながら、６年生は卒業式を控え、その他の学

年においても学年末の評価の時期を迎えることから、感染症のリスクを最小限に留めることを最優先とさせ

ていただきました。保護者の皆様におかれては、お休みへの配慮、年度最後の参観に対するご期待もあられ

たとお察しします。誠に申し訳なく思います。

このような中ですが子どもたちは本当によく頑張っています。どの学年においても、学習の様子や生活の

様子に確かな成長を感じています（下記を参照ください）。また、感染症対策にもしっかりと臨んでいま

す。そんな児童の様子をまた次年度に、ゆっくりと参観・確認いただきたいと思っています。

【５年】福祉体験学習（総合的な学習の時間）
５年生では、総合的な学習の時間に福祉の大切さを学ぶ「福祉

を学ぼう」があります。この度、社会福祉協議会のスタッフを２

名お招きして、各学級で車いすの疑似体験をしました。

椅子の間隔や操作の仕方、手の届く高さ、重さを実感して、よ

り深い学びとなったようです。お世話になりました。

今年度、学校をリードしてくれた６年生の卒業まで、あと２６日となり

ました。

これまで１年生を中心によくお世話をしてくれたり、委員会活動・クラ

ブ活動を中心に、他学年の子どもたちにアドバイスをしてくれたり等、６

年生らしさをたくさん発揮してくれました。委員会活動については、２月

の半ばに５年生へバトンタッチをしますので、しっかりと引継ぎをお願い

することになります。コロナ禍でチャレンジすることが限られていたと思

いますが、よく頑張ってくれました。あと少し、よろしくお願いしますね、６年生の皆さん！

２月・３月は子どもたちの「育ち」の集大成です。さて、旭が丘小学校の子どもたちはどのように

成長したのでしょう。気づきを挙げました。

① 朝のあいさつや止まってくれた車へのお礼「ありがとうございました」がよくできている。

② 宿題の提出が、日を追うごとに良くなってきている。学習を大切にする雰囲気が強くなった。

③ 感染症の指導を通じて、相手意識を持った行動が増してきている。

課題はまだまだありますが、そんな子どもたちをどうか褒めてあげてください。

「すごいんです」「何が？？」


